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対
象

町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
か
た

費
用

無
料

内
容

フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
や

ミ
ニ
テ
ニ
ス
と
い
っ
た
馴
染
み
の
あ
る

ス
ポ
ー
ツ
か
ら
ユ
ニ
カ
ー
ル
や
キ
ン
ボ

ー
ル
と
い
っ
た
聞
き
慣
れ
な
い
ス
ポ
ー

ツ
ま
で
ど
な
た
で
も
簡
単
に
気
軽
に
で

き
る
ス
ポ
ー
ツ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

主
催

白
岡
町
体
育
指
導
委
員
連
絡
協

議
会
、
教
育
委
員
会

問
合
せ
先

生
涯
学
習
課
社
会
体
育
係

内
線
２
７
６

＊
当
日
は
、
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参

の
上
、
運
動
の
で
き
る
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

次
世
代
育
成
支
援
に
関
す
る
町
の
計

画
の
策
定
に
つ
い
て
ご
協
力
を
い
た
だ

く
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

任
期

２
年

応
募
資
格

子
育
て
支
援
に
関
心
の
あ

る
か
た

募
集
人
員

２
名

応
募
締
切

６
月
25
日
ª
ま
で

応
募
方
法

①
住
所
②
氏
名
③
年
齢
④

電
話
番
号
⑤
応
募
の
動
機
を
４
０
０
字

程
度
に
ま
と
め
、
福
祉
課
窓
口
ま
で
直

接
持
参
い
た
だ
く
か
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。

申
込
み
・
問
合
せ
先

福
祉
課
　
児
童

福
祉
係
　
　
　
内
線
１
６
２
・
１
６
３

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
年
町

内
の
60
歳
以
上
の
か
た
を
対
象
に
納
涼

大
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
７

月
22
日
∫
に
開
催
し
ま
す
。
当
日
演
技

（
５
分
以
内
）
を
披
露
し
た
い
か
た
を

募
集
し
ま
す
。

見
学
だ
け
で
も
ぜ
ひ
い
ら
し
て
く
だ

さ
い
。

定
員

35
名
（
先
着
順
）

申
込
み
・
問
合
せ
先

７
月
８
日
∫
午
前
９
時
30
分
か
ら
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
窓
口
へ
（
本
人
が
直

接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
）

1
（
92
）
１
２
０
５

３
月
31
日
を
も
っ
て
、
田
園
都
市
づ

く
り
協
議
会
相
互
利
用
対
象
施
設
の
久

喜
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
閉
館
と
な

り
ま
し
た
。

利
用
者
の
か
た
に
は
ご
不
便
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

秘
書
政
策
課
政
策
調
整
担
当

内
線
３
７
３

町
民
税
の
均
等
割
額
に
つ
い
て
は
、

昨
年
度
ま
で
市
町
村
の
人
口
規
模
に
よ

り
税
額
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

税
額
が
統
一
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
平

成
16
年
度
課
税
分
か
ら
町
民
税
の
均
等

割
が
年
額
２
０
０
０
円
か
ら
３
０
０
０

円
に
変
わ
り
ま
し
た
。
（
県
民
税
均
等

割
額
を
あ
わ
せ
て
４
０
０
０
円
）

ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

問
合
せ
先

税
務
課
住
民
税
係

内
線
１
２
５

町
で
は
、
婚
姻
届
出
を
お
二
人
で
届

出
さ
れ
る
か
た
で
、
ご
希
望
の
か
た
に
、

そ
の
場
で
写
真
を
撮
っ
て
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
て
い
ま
す
。

婚
姻
届
出
の
際
に
は
、
ぜ
ひ
記
念
に

お
二
人
で
写
真
を
撮
っ
て
は
い
か
が
で

す
か
。

受
付
時
間
等

月
曜
日
〜
金
曜
日
　
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

（
た
だ
し
、
祭
日
・
年
末
年
始
は
除
く
）

ス
ナ
ッ
プ
写
真
の
大
き
さ

Ａ
５
サ
イ
ズ
（
１
４
８
×
２
１
０
㎜
）

問
合
せ
先

住
民
課
　
　
内
線
１
３
１

左
記
手
当
の
手
当
額
は
、
物
価
の
変

動
に
応
じ
て
自
動
的
に
額
を
改
定
す
る

「
自
動
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
」
が
と
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
平
成
15
年
の
消
費
者
物

価
指
数
の
下
落
に
よ
り
、
平
成
16
年
４

月
か
ら
手
当
月
額
が
次
の
と
お
り
引
き

下
げ
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
改
定
後
初
め

て
の
手
当
支
給
は
、
平
成
16
年
８
月
と

な
り
ま
す
。

問
合
せ
先

福
祉
課
児
童
福
祉
係

内
線
１
６
３
・
１
６
４

高
齢
者
介
護
の
心
遣
い
と
自
立
に
向

け
て
の
介
護
の
実
際
な
ど
の
知
識
と
技

術
を
学
び
、
地
域
に
役
立
た
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

主
催

日
本
赤
十
字
社
埼
玉
県
支
部

共
催

日
本
赤
十
字
社
埼
玉
県
支
部

久
喜
市
地
区

会
場

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
久
喜

日
時

７
月
６
日
∏

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

受
講
資
格

満
15
歳
以
上
で
終
日
出
席

で
き
る
か
た

募
集
人
員

30
名
（
応
募
者
多
数
の
場

合
は
、
抽
選
）

指
導
者

日
本
赤
十
字
社
家
庭
看
護
法

指
導
員

受
講
料

無
料
（
た
だ
し
教
本
、
保
険

料
と
し
て
千
円
）

申
込
み
・
問
合
せ
先

参
加
希
望
の
か
た
は
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
生
年
月
日
、
職

業
、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
（
締
切
６
月
６
日
∂

必
着
）
〒
３
３
０
│
０
０
６
２
　
さ
い

た
ま
市
浦
和
区
仲
町
３
│
２
│
２
３

日
本
赤
十
字
社
埼
玉
県
支
部
　
家
庭
看

護
法
係

受
講
が
決
定
し
た
か
た
に
は
、
本
人

あ
て
受
講
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

な
お
、
全
日
程
参
加
し
た
か
た
に
は
、

日
本
赤
十
字
社
埼
玉
県
支
部
長
か
ら
受

講
証
拠
を
交
付
し
ま
す
。

1
０
４
８
（
８
２
９
）
２
６
８
１

は
ぴ
す
し
ら
お
か
（
保
健
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー
）
内
に
設
置
さ
れ
、
４
月
に

開
所
し
ま
し
た
当
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
利
用
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。

身
体
に
障
害
を
お
持
ち
の
か
た
が
た
、

と
か
く
自
宅
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な

っ
て
は
い
ま
せ
ん
か
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
、
外
出
の

機
会
を
得
る
と
と
も
に
、
多
く
の
仲
間

た
ち
と
創
作
活
動
を
し
た
り
、
食
事
を

い
っ
し
ょ
に
摂
り
ま
し
ょ
う
。

６
月
相
談
会
日
程
は
次
の
と
お
り
で

す
。６

月
５
日
º
、
19
日
º

両
日
と
も
午
前
９
時
〜
正
午

相
談
は
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
来
館
い
た
だ
く
時
間
を
調
整

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
知
的
障
害
の
か
た
が
た
に
つ

い
て
も
、
相
互
利
用
の
制
度
に
よ
り
利

用
は
可
能
で
す
。
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

2004. 6しらおか�しらおか�
広報広報�広報� 広報�

次
世
代
育
成
支
援
行
動

計
画
運
営
協
議
会
委
員

身
体
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
利
用
相
談
会

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養

手
当
受
給
者
の
皆
さ
ん
へ

納
涼
大
会

町
民
税
均
等
割
額
の

変
更
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

ご
利
用
が

で
き
な
く
な
り
ま
し
た

人
口
50
万
以
上
の
市�

３
０
０
０
円�

新� 旧�

市
町
村
民
税�

均
等
割
額�

全
て
の
市
町
村�

３
０
０
０
円�

そ
の
他
の
市
及
び
町
村�

２
０
０
０
円�

人
口
５
万
以
上
50
万
未
満
の
市�

２
５
０
０
円�

お
二
人
で
婚
姻
届
出
を

さ
れ
る
か
た
に
、
記
念
写
真

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す

手当名�

児童扶養手当�

特別児童扶養�
手当�

（　）内は改定前�

２人以上の児童を 
育てている場合の 
加算額は変更あり 
ません。 

全部支給のかた
 41,880円
（42,000円）

一部支給のかた
 41,870円～9,880円
（41,990円～9,910円）

１級　50,900円
　　（51,100円）
２級　33,900円
　　（34,030円）

金　額�
赤
十
字
家
庭
看
護
講
習
会

（
一
般
講
習
）
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休業日 老人福祉センター　1（92）１２０５
６月７・13・14・21・27・28 ７月５・11・12・19・20・25・26

児
童
館

図
書
館

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

募
集
し
ま
す

お
知
ら
せ

21 2004. 6しらおか�しらおか�
広報広報�広報� 広報�

問
合
せ
先

白
岡
町
身
体
障
害
者
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー1

（
93
）
０
２
０
１

こ
れ
ま
で
国
民
年
金
保
険
料
は
、
全

国
の
銀
行
や
郵
便
局
、
信
用
金
庫
、
農

協
等
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

平
成
16
年
２
月
以
降
に
発
行
さ
れ
た
納

付
書
を
使
う
と
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
平
成
16
年
２
月
１
日
よ
り

前
に
発
行
さ
れ
た
納
付
書
に
つ
い
て
は
、

コ
ン
ビ
ニ
納
付
に
対
応
し
て
い
な
い
た

め
、
金
融
機
関
や
郵
便
局
の
み
で
の
お

取
り
扱
い
と
な
り
ま
す
。
納
付
書
の
発

行
年
月
日
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
コ
ン
ビ
ニ
で
納
め
た
場
合
、

「
納
付
書
・
領
収
（
受
付
受
託
）
証
書
」

と
い
う
控
を
レ
ジ
で
お
渡
し
し
ま
す
が
、

こ
れ
は
保
険
料
の
預
り
証
と
な
り
ま
す
。

後
日
コ
ン
ビ
ニ
を
通
じ
て
保
険
料
が
国

庫
に
納
め
ら
れ
た
後
、
社
会
保
険
庁
か

ら
ハ
ガ
キ
形
式
の
「
国
民
年
金
保
険
料

領
収
済
額
通
知
書
」
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
が
正
式
な
領
収
証
書
と
な
り
ま
す

の
で
、
預
り
証
は
そ
れ
ま
で
た
い
せ
つ

に
保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
が
納
付
で
き
る
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
は
次
の
と
お
り

で
す
。
（
納
付
書
の
裏
面
に
も
印
字
さ

れ
て
い
ま
す
）

・
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン

・
ロ
ー
ソ
ン

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

・
サ
ン
ク
ス

・
サ
ー
ク
ル
Ｋ

・
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ

・
ａ
ｍ
／
ｐ
ｍ

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ト
ア

・
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
（
ヤ
マ
ザ
キ
デ

イ
リ
ー
ス
ト
ア
）

・
コ
コ
ス
ト
ア

・
ポ
プ
ラ
グ
ル
ー
プ
（
ポ
プ
ラ
・
生
活

彩
家
・
く
ら
し
ハ
ウ
ス
）

・
ス
リ
ー
エ
フ

・
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
（
関
東
・
北
海
道

地
区
の
み
）

問
合
せ
先

春
日
部
社
会
保
険
事
務
所

1
０
４
８
（
７
３
７
）
７
１
１
１

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
は
、
ハ
チ
の
活

動
が
活
発
に
な
り
、
ハ
チ
の
攻
撃
性
が

高
ま
り
ま
す
。

巣
に
近
づ
い
た
り
、
石
を
投
げ
た
り
す

る
と
攻
撃
さ
れ
る
危
険
性
が
あ
る
の
で
、

絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ス
ズ
メ
バ
チ
に
遭
遇
し
た
ら

も
し
、
ス
ズ
メ
バ
チ
が
近
づ
い
て
き

た
ら
、
静
か
に
低
く
伏
せ
、
巣
に
戻
る

ま
で
逃
げ
た
り
動
い
た
り
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

ス
ズ
メ
バ
チ
は
左
右
に
動
く
も
の
に

は
敏
感
で
す
が
、
前
後
に
動
く
も
の
に

は
感
じ
に
く
い
と
い
う
性
質
が
あ
り
ま

す
。大

群
に
襲
わ
れ
た
と
き
に
は
、
そ
っ

と
し
ゃ
が
ん
で
背
を
低
く
し
、
静
か
に

後
ろ
に
下
が
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
刺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
に

は
、
毒
を
口
あ
る
い
は
市
販
の
器
具
で

吸
い
出
し
、
病
院
へ
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

町
で
は
、
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
を

駆
除
し
て
い
ま
す

ハ
チ
の
中
で
も
、
危
険
性
の
高
い
ス

ズ
メ
バ
チ
の
巣
は
、
町
が
専
門
業
者
に

依
頼
し
て
駆
除
し
て
い
ま
す
。

軒
下
や
庭
木
な
ど
に
巣
を
見
つ
け
た

ら
、
危
険
で
す
の
で
自
分
で
処
理
せ
ず

に
、
生
活
環
境
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
住
宅
な
ど
の
一
部
の
破
壊

を
伴
う
駆
除
の
場
合
は
、
修
繕
費
等
を

負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
せ
先

生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係

内
線
１
５
４

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
と
は
、
自
動
車
の

排
出
ガ
ス
や
工
場
の
ば
い
煙
な
ど
に
含

ま
れ
て
い
る
窒
素
酸
化
物
や
炭
化
水
素

な
ど
が
太
陽
か
ら
の
紫
外
線
を
受
け
て

複
雑
な
光
化
学
反
応
を
起
こ
し
、
有
害

な
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
（
酸
化
性
物

質
）
に
変
わ
る
こ
と
で
起
き
る
現
象
で

す
。
こ
の
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
が
あ

る
濃
度
以
上
に
な
る
と
、
息
苦
し
く
な

っ
た
り
、
目
が
痛
く
な
る
な
ど
の
人
体

へ
の
悪
影
響
が
起
こ
り
、
植
物
に
も
被

害
を
与
え
ま
す
。

町
で
は
、
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
注
意

報
等
の
発
令
・
解
除
の
お
知
ら
せ
は
防

災
行
政
無
線
で
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

注
意
報
等
が
発
令
さ
れ
た
ら

・
屋
外
で
の
激
し
い
運
動
は
避
け
る
。

・
目
な
ど
に
刺
激
を
感
じ
た
ら
す
ぐ
屋

内
に
入
り
、
洗
顔
や
う
が
い
を
す
る
。

・
病
弱
な
か
た
、
乳
児
、
お
年
寄
り
は
、

健
康
な
成
人
よ
り
も
被
害
を
受
け
や
す

い
の
で
注
意
す
る
。

※
次
の
①
〜
③
の
症
状
が
で
た
と
き
は

す
ぐ
に
医
師
の
診
察
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

①
洗
顔
や
う
が
い
を
し
て
も
よ
く
な
ら

な
い
と
き
。

②
呼
吸
困
難
や
け
い
れ
ん
な
ど
が
あ
る

と
き
。

③
意
識
障
害
が
あ
る
と
き
。

被
害
を
受
け
た
と
き
は

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
よ
る
被
害
を
受

け
た
と
き
は
、
被
害
状
況
を
確
認
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
生
活
環
境
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係

内
線
１
５
４

６
月
１
日
∏
か
ら
30
日
π
の
１
か
月

間
「
放
置
自
転
車
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

町
で
は
昭
和
62
年
に
自
転
車
放
置
防

止
条
例
を
施
行
し
、
白
岡
駅
、
新
白
岡

駅
周
辺
の
放
置
自
転
車
の
解
消
に
努
め

て
い
ま
す
。

自
転
車
を
路
上
に
放
置
す
る
と
歩
行

者
の
通
行
を
妨
げ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、

緊
急
時
に
消
防
車
や
救
急
車
の
活
動
の

妨
げ
と
な
っ
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
町

の
美
観
を
損
ね
た
り
、
自
動
車
の
安
全

走
行
の
支
障
と
な
り
渋
滞
を
引
き
起
こ

す
原
因
と
も
な
り
ま
す
。

特
に
、
車
イ
ス
利
用
者
や
、
視
覚
障

害
者
を
は
じ
め
と
す
る
障
害
が
あ
る
か

た
が
た
や
、
高
齢
者
や
子
ど
も
、
ベ
ビ

ー
カ
ー
を
押
す
お
母
さ
ん
た
ち
の
安
全

な
通
行
の
妨
げ
と
な
り
ま
す
。

す
ぐ
戻
る
か
ら
と
か
、
１
台
く
ら
い

な
ら
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
、
み
ん
な
止
め
て

い
る
か
ら
な
ど
と
い
う
一
人
の
「
甘
え
」

や
「
わ
が
ま
ま
」
に
多
く
の
人
び
と
が

迷
惑
し
て
い
る
の
で
す
。

自
転
車
は
自
転
車
置
場
を
利
用
す
る

よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先

生
活
環
境
課
生
活
安
全
係

内
線
１
５
３

国
土
交
通
省
で
は
、
「
平
成
16
年
度

建
築
物
等
実
態
調
査
」
を
行
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
最
近
に
お
け
る
建
築

物
及
び
住
宅
の
建
築
状
況
等
を
調
査
し

国
や
都
道
府
県
の
住
宅
・
建
築
行
政
等

の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

６
月
10
日
∫
か
ら
30
日
π
ま
で
の
間

に
町
の
都
市
計
画
課
職
員
が
対
象
地
区

内
の
お
宅
へ
伺
い
、
ま
た
は
、
電
話
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
調
査
の
内
容

に
つ
い
て
は
統
計
に
関
す
る
こ
と
以
外

に
は
使
用
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

対
象
地
区

大
字
小
久
喜
字
三
谷
の
一

部
、
大
字
太
田
新
井
字
宿
新
井
の
一
部

字
中
の
一
部

問
合
せ
先

都
市
計
画
課
開
発
指
導
係

内
線
２
３
４
・
２
３
５

蓮
田
都
市
計
画
区
域
（
蓮
田
市
、
白

岡
町
、
菖
蒲
町
）
の
都
市
計
画
に
つ
い

て
、
平
成
16
年
４
月
27
日
付
け
の
埼
玉

県
告
示
に
よ
り
決
定
及
び
変
更
が
さ
れ

おしながき

白岡町役場 1（92）1111

国
民
年
金
保
険
料
が
コ
ン
ビ
ニ
で
も

納
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

ス
ズ
メ
バ
チ
に
注
意

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
注
意

放
置
自
転
車
ク
リ
ー
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

建
築
物
等
実
態
調
査
に

ご
協
力
を

都
市
計
画
の
決
定
及
び

変
更
が
さ
れ
ま
し
た
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